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６ 製品保証は、販売業者・小売業者が発行するものは IFRS１５「顧客との契約から生じる収益」または IAS
３７「引当金、偶発負債及び偶発資産」に順ずるとし、第３者が発行した場合に限定している。また、従
業員給付制度に関するものは IAS１９「従業員給付」、IAS２６「退職給付制度の会計及び報告」、および IFRS
２「株式報酬」、金融保証業務は IAS３２「金融商品：表示」、IFRS ７「金融商品：開示」、および IFRS９
「金融商品」といったように、他の会計基準が適用される契約は対象から除かれている（ED（２０１３），７）。
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